
一定の医療行為が可能な施設（特養、老健等）における
新型コロナウイルス感染症施設療養者の救急対応案

発症日
(０日目)

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 ８日目 ９日目 10日目 11日目以降

体温38度以上

SpO2 85-93％以下
かつ

解熱剤
もしくは
座薬の投与

1-2時間後にSpO2 94％以上に回復：施設療養

1-2時間後にSpO2 93％以下を継続：受診相談

※SpO2低下時、可能であれば施設内の酸素ボンベで酸素吸入を開始。1-2時間後に中止の可否を判断

SpO2 85未満
明らかに呼吸状態が悪い

解熱剤使用後にもSpO2 93％以下が続く

病院での治療を希望：受診相談

DNARが確認されている場合には個別に検討

※この案は地域の医療機関やクラスター経験施設、保健所等で定期開催してる会議で提案されました。必要なケアを各施設で行っていただく際、御参考く

ださい。胆江地域でも入院病床使用率が高い水準で推移しており、施設での適切なケアが一層大切です。

２ 【療養期間中】 肺炎により酸素化が悪化して呼吸困難に陥る可能性がある。
下記のような場合には救急受診を御検討ください。

１ 【発症初期】 肺炎がなくても発熱のために一時的に酸素化が悪化して解熱で改善できることもある。

※入所のタイミング等であらかじめDNARを確認している施設もあります。

施設内で集団発生すると、職員さんも利用者さんも不安になると思います。
嘱託医はもちろん、ぜひ奥州保健所（0197-22-2831）へご相談ください。一緒に取り組みましょう！

※資料に関するお問合せは奥州保健所（0197-22-2831）へお願いいたします。


